
研
究
論
文二

臣
を
従
え
た
聖
徳
太
子
像

静
岡
・
個
人
蔵
太
子
三
尊
像
と
　
「
垂
逃
太
子
」
像
の
諸
相

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
童
形
太
子
　
三
尊
形
式
　
観
音
の
垂
速
　
時
空
の
超
越

は
じ
め
に

二
〇
〇
一
年
秋
か
ら
本
年
春
に
か
け
て
、
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
の
三
都
市

に
お
い
て
　
「
聖
徳
太
子
展
」
　
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
展
覧
会
は
、
太
子
が

活
躍
し
た
飛
鳥
時
代
の
名
宝
か
ら
、
太
子
信
仰
の
所
産
た
る
絵
画
や
彫
刻
な
ど
、

延
べ
二
二
七
件
が
出
品
さ
れ
て
い
る
大
規
模
な
も
の
で
、
数
多
く
の
観
覧
者
を

集
め
て
い
る
。
幸
い
に
し
て
本
展
の
開
催
に
関
わ
る
こ
と
の
で
き
た
筆
者
は
、

展
覧
会
図
録
の
中
で
拙
文
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
拙
文
は
、
近

年
の
聖
徳
太
子
像
研
究
を
画
す
る
と
い
っ
て
よ
い
小
山
正
文
・
津
田
徹
英
両
氏

の
成
果
に
導
か
れ
つ
つ
、
両
氏
が
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
三
尊
形
式
の
太

子
像
、
す
な
わ
ち
二
臣
を
従
え
た
太
子
像
を
中
心
に
駄
文
を
綴
っ
た
も
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
展
覧
会
図
録
と
い
う
性
格
上
、
紙
数
に
限
り
が
あ
っ
て
注
も
省

略
し
、
充
分
に
言
柴
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
刊
行
後
に
訂
正
す
べ
き

点
も
い
く
つ
か
判
明
し
た
。
そ
こ
で
本
誌
を
お
借
り
し
て
前
稿
を
改
題
し
、
先

／

知
　
彦

（
大
阪
市
立
美
術
館
主
任
学
芸
員
）

学
の
新
た
な
研
究
成
果
や
筆
者
の
知
見
を
若
干
加
え
つ
つ
、
加
筆
・
訂
正
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
次
第
で
あ
る
。
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「
　
「
聖
徳
太
子
童
形
像
・
二
臣
像
」
に
つ
い
て

こ
こ
で
改
め
て
紹
介
し
よ
う
と
す
る
太
子
画
像
は
、
静
岡
市
内
の
某
氏
が
、

少
な
く
と
も
戦
前
か
ら
所
有
し
て
い
る
作
品
で
、
縦
八
三
・
七
、
横
四
四
・
三

セ
ン
チ
を
測
る
。
（
挿
図
1
、
以
下
本
小
論
で
は
　
「
本
国
」
と
呼
ぶ
。
）
一
副
一

鋪
の
絹
本
着
色
本
で
、
複
背
に
　
「
聖
徳
太
子
影
像
了
太
子
脇
侍
付
」
と
墨
書
さ

れ
て
い
る
。
本
国
は
　
『
聖
徳
太
子
信
仰
の
美
術
』
　
に
お
い
て
、
筆
者
が
拙
稿
で

そ
の
存
在
に
触
れ
た
だ
け
で
図
版
は
掲
載
で
き
ず
、
‥
九
六
九
年
に
開
催
さ
れ

た
　
「
飛
鳥
文
化
と
聖
徳
太
十
」
展
に
山
品
さ
れ
て
以
来
、
こ
の
度
「
聖
徳
太
子

展
」
に
久
万
ぶ
り
に
〓
品
　
（
図
1
3
2
、
以
下
「
聖
徳
太
子
展
」
に
出
品
さ
れ
る
作

品
は
そ
の
図
版
番
ロ
ケ
を
括
弧
内
に
記
す
。
）
、
公
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
以
下



本
国
の
図
様
、
技
法
と
表
現
、
図
像
上
の
特
徴
を
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

回
図
様
と
像
容

画
面
中
央
に
丈
高
の
礼
盤
上
に
坐
す
太
子
の
童
形
像
を
描
き
、
礼
盤
の
手
前
に

は
衣
冠
束
帯
姿
の
二
臣
が
、
太
子
に
比
べ
て
小
ぶ
り
に
表
さ
れ
る
。
背
景
は
一
切

表
現
せ
ず
、
三
尊
で
二
等
辺
三
角
形
を
形
成
し
、
安
定
し
た
構
図
を
と
る
。
太
子

は
右
斜
め
を
向
き
、
髪
を
左
右
に
ふ
り
分
け
、
耳
上
に
て
白
紐
で
結
び
、
紐
の
先

端
と
と
も
に
髪
が
両
胸
前
に
垂
下
す
る
。
右
手
で
団
扇
（
塵
尾
か
）
を
持
ち
、
左

掌
で
柄
の
端
を
支
え
、
礼
盤
に
敷
か
れ
た
梅
に
右
足
を
前
に
し
て
安
坐
す
る
。
丹

地
の
袖
衣
に
白
の
袴
を
着
し
、
吊
袈
裟
を
偏
担
右
肩
に
着
け
、
右
肩
を
わ
ず
か
に

覆
う
桟
被
は
右
袖
内
側
か
ら
右
足
元
に
垂
下
し
、
白
の
糸
杏
を
履
く
。

両
手
で
持
つ
川
扇
状
の
柄
の
長
い
持
物
は
、
中
央
に
色
彩
豊
か
に
宝
相
華
を

象
っ
て
芯
と
な
し
、
そ
こ
か
ら
放
射
線
状
に
毛
筋
を
伸
ば
し
、
周
縁
部
は
金
泥

線
と
褐
色
の
色
線
お
よ
び
金
泥
の
連
珠
文
で
縁
取
る
。
形
状
は
団
扇
に
近
い
が
、

宝
相
華
か
ら
毛
筋
が
伸
び
る
こ
と
か
ら
、
元
来
は
大
鹿
の
尾
の
毛
を
払
子
状
に

し
た
塵
尾
を
表
し
て
持
物
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
箱
形
の
礼
盤
は
黒
漆
塗

り
に
表
し
、
止
面
に
二
箇
所
・
側
面
に
一
箇
所
の
格
狭
間
を
設
け
、
各
格
狭
間

の
間
の
上
下
の
柩
に
そ
れ
ぞ
れ
金
具
を
付
す
。

束
帯
姿
の
二
臣
は
、
向
か
い
合
う
よ
う
に
し
て
坐
す
姿
を
斜
め
後
方
か
ら
描

き
、
面
部
も
後
頭
部
か
ら
▲
方
の
側
面
の
み
を
表
す
。
と
も
に
両
手
で
第
を
執

り
、
垂
櫻
の
冠
を
被
り
、
黒
の
袖
衣
に
石
帯
を
着
け
、
自
袴
を
履
い
て
下
襲
の

裾
を
後
方
に
伸
ば
す
。
面
相
は
向
か
っ
て
右
側
が
H
・
顎
髭
を
蓄
え
た
や
や
老

相
と
す
る
の
に
対
し
、
向
か
っ
て
左
側
は
髭
の
有
無
は
確
認
で
き
な
い
が
、
や

や
肥
満
相
に
表
さ
れ
て
い
る
。

佃
技
法
と
表
現

本
図
で
は
や
や
目
の
粗
い
画
絹
を
用
い
、
部
分
的
に
絹
の
脱
落
が
見
ら
れ
る
。

太
子
は
肉
身
は
白
、
輪
郭
は
朱
の
細
線
で
描
き
起
し
、
頬
に
わ
ず
か
に
米
華
を

施
す
。
面
部
は
や
や
下
膨
れ
と
し
、
眉
目
を
わ
ず
か
に
つ
り
上
げ
、
口
を
結
ん

で
凛
々
し
い
表
情
と
し
、
遠
方
を
見
据
え
る
。
上
瞼
は
単
純
な
弧
の
墨
線
で
表

す
の
に
対
し
、
下
険
は
う
ね
り
を
も
た
せ
た
朱
線
と
し
、
髪
際
近
く
の
毛
筋
と

同
様
、
繊
細
な
感
覚
が
窺
わ
れ
る
。

丹
具
地
の
袖
衣
に
は
、
金
泥
線
と
緑
青
で
表
さ
れ
る
花
丸
文
を
散
ら
し
、
塁

線
と
金
泥
線
で
輪
郭
と
衣
装
を
表
す
。
輪
郭
線
と
衣
装
線
に
沿
っ
て
朱
で
色
皐

が
施
さ
れ
、
裏
地
は
白
と
す
る
。
偏
裡
右
肩
に
着
け
た
袈
裟
は
、
朱
と
緑
青
地

に
白
で
刺
子
状
に
表
し
た
遠
山
袈
裟
と
し
、
縁
は
群
青
地
に
緑
青
と
金
泥
で
唐

草
文
を
表
す
。
裏
地
は
緑
青
、
袈
裟
を
吊
る
環
の
部
分
は
、
緑
青
を
盛
り
上
げ

て
い
た
た
め
か
絹
が
脱
落
す
る
。
袈
裟
は
両
足
の
ほ
と
ん
ど
を
覆
い
、
そ
の
一

端
が
礼
盤
か
ら
垂
下
す
る
。
右
肩
に
懸
か
る
横
被
は
、
朱
地
に
彩
色
の
花
丸
文

を
散
ら
し
、
金
泥
線
で
縁
取
ら
れ
た
周
縁
部
は
、
緑
青
地
に
彩
色
の
花
丸
文
を

表
す
。
裏
地
は
白
と
し
、
横
被
の
一
端
が
礼
盤
上
に
垂
下
す
る
。
わ
ず
か
に
覗

く
右
足
の
袴
は
白
、
裏
地
を
朱
と
し
、
白
の
杏
に
は
装
飾
は
施
さ
れ
な
い
。

二
随
臣
は
肉
身
肌
色
、
輪
郭
は
着
衣
と
も
ど
も
墨
線
で
括
る
。
淡
墨
の
袖
衣

に
濃
墨
で
花
唐
草
文
の
地
模
様
を
施
し
、
裏
地
は
朱
色
と
す
る
。
白
の
袴
に
は

照
馨
が
施
さ
れ
、
白
の
下
襲
の
裾
は
裏
地
を
緑
青
で
表
す
。
面
相
は
太
子
の
そ

れ
ほ
ど
繊
細
な
表
現
で
は
な
い
が
、
二
臣
の
個
性
を
巧
み
に
描
き
分
け
て
い
る
。

太
子
の
礼
盤
に
敷
か
れ
た
裾
は
、
戟
金
で
縁
取
ら
れ
、
朱
具
地
に
未
と
白
で
花

唐
草
文
が
細
や
か
に
表
さ
れ
る
。
礼
盤
は
丈
高
に
表
さ
れ
る
も
の
の
、
格
狭
間

の
花
形
の
到
り
込
み
は
さ
ほ
ど
複
雑
な
も
の
で
は
な
く
、
格
狭
間
に
は
装
飾
は

】　27－



一
切
施
さ
れ
な
い
。

以
上
見
て
き
た
、
本
図
の
表
現
上
の
特
徴
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
ま
ず
は
肉

身
の
表
硯
は
、
色
常
を
併
用
し
っ
つ
、
し
な
や
か
な
細
線
を
も
っ
て
丁
寧
な
筆

緻
と
す
る
こ
と
、
た
だ
し
顔
の
形
は
下
膨
れ
で
、
丸
顔
と
い
う
よ
り
角
張
っ
て

き
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
着
衣
の
表
現
は
暖
色
系
を
中
心
に
、
明
度
の

高
い
顔
料
で
色
彩
豊
か
に
衣
さ
れ
る
が
、
文
様
や
衣
装
線
な
ど
金
の
使
用
が
目

宣
ち
、
そ
れ
も
▲
部
裁
金
と
す
る
も
の
の
、
金
泥
が
多
用
さ
れ
る
。
ま
た
個
々

の
文
様
は
簡
略
化
、
形
式
化
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
う
し
た
表

現
は
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
期
、
す
な
わ
ち
十
四
世
紀
に
ま
ま
見
ら
れ
る
特
徴

で
、
こ
れ
は
礼
盤
の
形
態
や
格
狭
間
の
到
り
形
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
時
代
の
特

徴
に
合
致
す
る
。
ま
た
次
章
で
述
べ
る
類
似
の
作
例
と
の
比
較
か
ら
、
本
図
の

制
作
年
代
は
お
よ
そ
十
四
世
紀
後
半
と
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

刷
太
子
お
よ
び
二
臣
の
図
像
上
の
特
徴

ま
ず
太
子
の
凶
像
上
の
特
徴
は
、
次
の
諸
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

制
札
盤
卜
に
安
坐
す
る
坐
像
で
あ
る
こ
と

㈲
太
子
が
右
斜
め
前
方
を
向
く
こ
と

困
両
手
で
団
扇
（
塵
尾
）
を
執
る
こ
と

刷
垂
髪
と
す
る
が
、
耳
上
で
髪
を
小
さ
く
角
髪
に
結
う
か
に
み
え
る
こ
と

困
袖
衣
に
袈
裟
と
横
被
を
懸
け
、
袴
を
履
く
服
制
と
す
る
こ
と

潮
の
坐
像
の
太
予
像
は
、
半
蜘
坐
と
す
る
一
乗
寺
本
孝
養
像
（
図
1

2
8
）
を

は
じ
め
、
絵
画
・
彫
刻
と
も
に
平
安
時
代
を
通
じ
て
一
般
的
な
姿
で
、
例
外
と

な
る
平
安
期
の
立
像
は
、
後
述
す
る
広
隆
寺
上
官
王
院
本
尊
像
の
み
で
あ
る
。

た
だ
し
坐
具
を
礼
盤
と
す
る
の
は
一
乗
寺
本
以
外
に
な
い
。
鎌
倉
時
代
以
降
の

太
子
像
は
逆
に
立
像
が
主
流
と
な
る
が
、
坐
像
の
太
子
像
も
依
然
制
作
さ
れ
て

い
た
。
た
だ
し
一
乗
寺
本
と
同
じ
く
左
足
を
踏
み
お
ろ
す
姿
は
、
画
像
で
は
法

隆
寺
の
五
尊
像
　
（
図
1
9
5
）
　
中
の
太
子
像
の
み
で
、
彫
像
で
は
広
隆
寺
桂
宮
院
像

と
四
天
王
寺
像
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
坐
具
を
礼
盤
と
す
る
作
例
は
、
京
都
・

法
然
院
本
や
藤
井
有
鄭
館
本
　
（
図
1
3
3
）
、
大
英
博
物
館
本
な
ど
数
本
が
知
ら
れ

る
。
彫
像
や
法
隆
寺
本
▲
五
尊
像
中
の
太
子
像
が
坐
具
を
椅
子
と
す
る
点
は
一
乗

寺
本
と
異
な
る
が
、
坐
具
を
礼
盤
と
す
る
絵
画
作
例
の
中
で
、
右
足
を
前
に
し

て
安
坐
す
る
姿
は
本
国
の
み
で
あ
る
。
一
乗
寺
本
は
垂
下
す
る
左
足
が
童
子
の

陰
に
隠
れ
、
沓
は
右
足
の
み
が
表
さ
れ
て
い
る
が
、
本
国
の
足
の
組
み
方
は
一

乗
寺
本
の
写
し
崩
れ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
図
の
坐
法

の
背
後
に
は
、
一
乗
寺
本
孝
養
像
の
図
像
が
見
え
隠
れ
す
る
の
で
あ
る
。

伽
の
顔
の
向
き
に
つ
い
て
は
、
平
安
時
代
の
太
子
画
像
で
は
、
太
子
は
ほ
ぼ
例

外
な
く
左
方
を
向
く
。
平
安
時
代
に
は
成
立
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
勝
髪
経
講

讃
図
に
お
い
て
も
、
太
子
は
ほ
と
ん
ど
が
左
方
を
向
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

鎌
倉
期
以
降
で
は
、
右
万
を
向
く
孝
養
太
ナ
画
像
が
主
流
と
な
り
、
真
正
面
を
向

く
太
子
画
像
も
登
場
し
て
く
る
。
左
方
を
向
く
鎌
倉
期
以
降
の
太
十
画
像
は
、
勝

等
経
講
讃
図
や
法
隆
寺
の
五
尊
像
中
の
太
子
像
以
外
で
は
、
次
章
で
触
れ
る
二
童

子
を
従
え
た
太
子
像
に
、
特
徴
的
に
現
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
本
国
の
顔
の

向
き
は
、
鎌
倉
期
に
な
っ
て
▲
般
化
す
る
図
像
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。

回
の
持
物
に
関
し
て
は
、
童
形
像
あ
る
い
は
孝
養
像
で
団
扇
　
（
塵
尾
）
　
を

執
る
像
は
、
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。
法
隆
寺
絵
殿
の
伝
七
歳
坐
像
　
（
た
だ

し
現
在
の
持
物
は
後
補
）
　
の
ほ
か
に
、
管
見
で
は
法
隆
寺
の
五
尊
像
中
の
太
子

像
の
ほ
か
、
三
章
で
触
れ
る
　
『
国
華
』
　
六
〇
二
号
所
載
本
と
東
博
本
を
挙
げ
う

る
の
み
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
持
物
は
法
隆
寺
で
踏
襲
さ
れ
て
き
た
図
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像
の
影
響
を
、
強
く
受
け
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
が
、
こ
の
持
物
の
解
釈

に
つ
い
て
は
異
論
も
あ
り
後
述
す
る
。

価
の
髪
型
に
つ
い
て
は
、
本
国
で
は
ち
ょ
う
ど
左
耳
の
近
辺
が
、
剥
落
し

て
い
る
た
め
明
確
に
は
で
き
な
い
が
、
小
さ
く
角
髪
に
結
っ
た
う
え
に
垂
髪
と

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
髪
型
は
決
し
て
一
般
的
な
も
の
と
は
言
え

な
い
が
、
平
安
時
代
で
は
法
隆
寺
絵
殿
像
、
．
乗
寺
本
、
高
僧
図
像
や
三
国
高

僧
図
像
中
の
太
子
（
図
9
8
・
1

2
8
～
1
3
0
）
な
ど
作
例
は
多
く
、
鎌
倉
期
以
降
で
も

鶴
林
寺
本
太
子
五
尊
像
、
慈
光
明
院
本
太
子
三
尊
像
（
図
1

3
8
・
1
4
2
）
な
ど
が
あ

る
。
ま
た
本
図
の
太
子
が
角
髪
を
結
わ
な
い
と
見
れ
ば
、
垂
髪
の
み
と
す
る
太

十
像
は
藤
井
有
鄭
館
本
や
真
宗
系
の
い
わ
ゆ
る
「
垂
髪
太
子
」
な
ど
多
数
の
遺

品
を
確
認
で
き
る
が
、
角
髪
・
垂
髪
と
す
る
像
が
比
較
的
古
い
時
代
の
像
に
多

い
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

回
の
服
制
に
つ
い
て
は
、
大
野
信
治
氏
に
よ
る
分
類
に
従
う
と
、
本
像
は
A

タ
イ
プ
と
B
タ
イ
プ
の
中
間
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
袈
裟
を
偏
担
右
肩
に
懸

け
る
た
め
、
左
肩
の
砲
衣
は
袈
裟
で
覆
わ
れ
、
横
被
が
わ
ず
か
に
右
肩
を
覆
う
。

こ
れ
に
近
い
服
別
の
像
を
求
め
る
と
、
絵
画
で
は
仁
和
寺
本
高
僧
図
像
や
鶴
林

寺
本
太
子
五
尊
像
、
法
隆
寺
本
五
尊
像
巾
の
太
子
半
伽
像
（
図
1
2
9
・
1

3
8
・
1
9
5
）
、

彫
像
で
は
奈
良
・
金
峯
山
寺
孝
養
立
像
（
図
1

0
6
）
が
挙
げ
ら
れ
、
鶴
林
寺
本
を

除
く
太
子
像
が
本
国
と
同
様
す
べ
て
袴
を
履
く
点
は
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
本
図

と
同
じ
坐
像
で
袴
を
履
く
類
例
を
求
め
る
と
、
広
隆
寺
桂
宮
院
像
と
四
天
王
寺

蔵
の
半
伽
像
が
挙
げ
ら
れ
、
本
図
の
横
被
が
右
肩
に
懸
か
る
位
置
が
、
ち
ょ
う

ど
両
者
の
中
間
に
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
国
は
服
制

に
お
い
て
も
古
い
図
像
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
二
臣
像
の
図
像
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
本
図
の
二
臣
像
は
次
章
で

見
る
大
英
博
物
館
本
の
そ
れ
を
、
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
た
か
の
よ
う
な
一
致
を
示

す
。
こ
の
両
本
の
み
で
は
、
両
者
の
尊
名
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ

で
両
本
以
外
に
両
者
が
併
画
さ
れ
る
作
例
を
求
め
る
と
、
複
数
の
随
臣
を
従
え
た

「
垂
髪
太
子
」
像
や
勝
聾
経
講
讃
図
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
作
例

の
多
く
は
、
短
冊
銘
に
よ
っ
て
人
名
を
特
定
で
き
る
が
、
両
者
は
と
も
に
第
を
執

る
束
帯
姿
で
、
太
子
を
仰
ぎ
見
る
の
が
妹
子
、
傭
き
か
げ
ん
の
像
が
馬
子
と
さ
れ

る
。
ま
た
両
者
と
も
髭
を
蓄
え
る
こ
と
が
多
い
が
、
広
隆
寺
の
厨
子
扉
絵
残
欠

で
は
妹
子
は
髭
を
蓄
え
ず
、
法
輪
寺
本
孝
養
太
子
六
臣
像
で
は
馬
子
を
よ
り
老

相
に
表
し
て
い
る
。
従
っ
て
本
国
の
太
子
の
右
下
の
や
や
肥
満
し
た
壮
年
像
が
妹

子
、
左
下
の
老
相
が
馬
子
と
す
る
想
像
が
成
り
立
つ
。
と
こ
ろ
が
三
幸
で
述
べ
る

『
国
華
』
所
載
本
の
左
脇
侍
短
冊
型
に
、
「
博
士
」
と
い
う
文
字
を
読
み
と
る
こ
と

が
で
き
、
二
臣
の
尊
名
に
つ
い
て
は
結
論
を
保
留
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

以
上
、
本
図
の
図
像
に
み
え
る
影
響
関
係
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
二
臣

を
従
え
た
大
英
博
物
館
本
は
も
と
よ
り
、
一
乗
寺
本
と
藤
井
有
鄭
館
本
、
そ
し

て
法
隆
寺
五
尊
像
の
太
子
像
の
存
在
は
見
逃
し
が
た
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

29

二
、
三
尊
形
式
の
祖
師
像
の
伝
統

前
節
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
l
対
の
太
子
像
は
そ
れ
以
前
の
様
々
な
太
子
像
、

そ
れ
も
比
較
的
古
い
時
代
の
太
子
像
か
ら
の
影
響
を
看
取
で
き
る
図
像
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
。
た
だ
し
図
様
と
し
て
は
、
二
臣
像
と
併
せ
て
三
尊
形
式

を
と
る
太
子
像
で
あ
る
こ
と
が
、
最
大
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。
仏
菩
薩
の
礼

拝
像
で
は
一
般
的
に
見
ら
れ
る
三
尊
像
は
、
太
子
像
を
含
む
祖
師
像
に
お
い
て

も
、
決
し
て
例
外
的
な
存
在
で
は
な
い
。
そ
こ
で
三
尊
形
式
を
と
る
祖
師
像
を
、



ま
ず
は
太
子
像
か
ら
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。

回
三
尊
形
式
を
と
る
太
子
像

三
尊
形
式
の
太
子
像
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
で
言
及
し
た
小
山
・
津
田
両
氏
の

ご
高
論
に
よ
り
、
大
い
に
解
明
が
進
展
し
た
。
両
氏
に
導
か
れ
な
が
ら
、
各
種

の
太
子
三
尊
像
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

㈲
唐
本
御
影

法
隆
寺
の
舎
利
殿
に
伝
来
し
た
古
く
か
ら
著
名
な
太
子
二
王
子
像
　
（
図
1
5
0
）

で
、
明
治
時
代
に
皇
室
に
献
納
さ
れ
、
戦
後
は
御
物
と
し
て
宮
内
庁
が
管
理
し

て
い
る
。
漆
紗
冠
を
被
り
両
手
で
第
を
執
り
、
侃
力
し
て
立
つ
太
子
を
中
心
に

山
背
人
見
王
、
殖
葉
上
と
伝
え
る
二
王
子
を
従
え
た
三
尊
を
、
料
紙
四
枚
を
上

下
に
継
い
だ
本
紙
に
描
く
。
と
も
に
闘
腋
の
袖
衣
に
石
帯
を
締
め
、
袴
に
沓
を

は
き
、
制
作
は
お
よ
そ
八
世
紀
中
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
本
凶
は
、

『
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
』
　
（
図
8
1
参
照
）
　
を
は
じ
め
平
安
中
期
以
前

の
記
録
に
欠
け
、
当
初
の
伝
来
等
明
ら
か
に
で
き
な
い
点
が
多
い
。
現
在
で
は

摂
政
像
タ
イ
プ
の
太
子
像
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
平
安
期
以
前
の
太
子
像
と

は
図
像
的
に
隔
絶
し
て
い
る
。
保
延
六
年
　
へ
一
一
四
〇
）
　
法
隆
寺
を
訪
れ
た
大

江
親
適
は
、
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
　
（
図
2
2
7
参
照
）
　
の
中
で
本
図
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
が
、
当
時
に
お
い
て
も
顔
貌
や
服
別
な
ど
図
像
上
ほ
か
の
太
子
と
異
な

る
特
殊
な
像
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
後
世
の
太
子
像
の
展
開
に
与
え

た
影
響
に
つ
い
て
も
疑
問
が
残
り
、
特
異
な
太
子
像
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

㈲
二
王
子
を
従
え
た
孝
養
像

二
童
子
が
念
珠
筈
と
如
意
を
持
ち
、
小
山
氏
が
A
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
た
三

尊
像
で
、
太
十
は
叡
福
寺
の
刺
繍
本
　
（
摂
政
像
）
　
を
除
き
す
べ
て
柄
香
炉
を
持

つ
「
孝
養
像
」
に
表
さ
れ
る
。
鶴
林
寺
の
木
造
三
尊
像
（
図
1
0
2
）
や
二
天
を
併

画
す
る
画
幅
（
図
1
3

8
）
を
は
じ
め
、
彫
刻
・
絵
画
と
も
に
通
例
が
あ
り
、
小
山

氏
が
作
成
さ
れ
た
一
覧
表
に
載
る
十
一
例
が
確
認
で
き
る
。
両
脇
の
二
童
子
は

山
背
大
兄
王
と
殖
栗
王
と
伝
え
、
唐
本
御
影
や
法
隆
寺
聖
霊
院
本
尊
（
太
子
四

侍
者
像
）
の
影
響
下
で
制
作
が
始
め
ら
れ
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
像
容
と
し

て
は
太
子
十
六
歳
の
孝
養
像
タ
イ
プ
な
が
ら
、
二
王
子
が
太
子
の
弟
王
と
皇
子

で
あ
る
な
ら
ば
、
時
間
的
に
矛
盾
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
、
本
三
尊
の
組
み
合

わ
せ
に
つ
い
て
も
再
検
討
が
必
要
に
な
ろ
う
。

困
一
．
童
十
を
従
え
た
太
子
像
（
廟
窟
太
子
＝
四
十
八
歳
像
）

太
子
が
左
方
を
向
い
て
三
角
形
の
冠
を
被
り
、
髪
は
角
髪
・
垂
髪
と
し
、
鞄
衣

に
横
衣
と
袈
裟
を
着
け
、
裾
に
沓
を
履
く
。
左
側
の
童
子
は
燭
台
を
捧
持
し
て
先

導
し
、
右
側
の
童
子
は
宝
珠
を
頂
く
傘
蓋
を
太
子
の
頭
上
に
捧
げ
る
。
上
方
に
は

太
子
自
筆
と
伝
え
る
「
廟
堀
侶
」
の
一
節
（
「
大
慈
大
悲
本
誓
願
（
中
略
）
西
方

教
主
禰
陀
尊
」
）
が
讃
銘
と
し
て
墨
書
さ
れ
る
。
小
山
氏
は
こ
う
し
た
三
尊
像

（
B
タ
イ
プ
）
が
、
太
子
が
生
前
（
死
の
二
年
前
の
四
十
八
歳
）
自
ら
の
磯
長
廟

を
巡
見
し
た
際
の
姿
で
、
ま
た
二
童
子
は
太
子
の
舎
人
で
あ
る
松
子
と
調
子
麿
で

あ
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
津
田
氏
は
、
こ
う
し
た
図
様
が
鎌
倉
前
期
に
叡
福
寺
を
中

心
に
成
立
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
現
在
薬
師
寺
本
（
図
1
4
1
）
、
京
都
・
一
‥
尊

院
本
、
同
個
人
蔵
本
（
図
1
4
0
）
の
三
本
の
遺
品
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

刷
∴
童
子
を
従
え
た
太
子
像
（
廟
窟
太
子
＝
三
十
六
歳
、
ま
た
は
四
十
八

歳
像
）

二
童
子
が
経
帳
と
傘
蓋
を
捧
持
す
る
三
尊
形
式
の
太
子
像
だ
が
、
左
方
を
向

く
太
子
は
冠
を
被
ら
ず
、
像
容
と
し
て
は
通
常
の
孝
養
像
に
近
い
。
現
在
山

形
・
慈
光
明
院
本
（
図
1

4
2
）
と
ア
メ
リ
カ
・
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
（
神
奈
川
・
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個
人
旧
蔵
本
）
　
の
．
▲
本
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
津
田
氏
は
、
L
記
両
を
含

め
た
傘
蓋
を
捧
持
す
る
童
子
を
従
え
た
太
子
三
尊
像
を
、
二
種
類
に
分
け
て
考

え
る
べ
き
と
指
摘
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
の
讃
銘
の
右
側
に

「
衡
山
」
　
「
法
華
経
」
　
の
文
字
が
み
え
、
こ
れ
が
　
『
四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
』
　
に

も
記
さ
れ
る
内
容
で
あ
り
、
同
図
は
太
子
が
三
十
六
歳
の
折
り
、
衡
山
よ
り
持

ち
帰
っ
た
法
華
経
が
、
太
子
の
御
陵
　
（
磯
長
廟
）
　
の
中
で
光
を
放
っ
た
と
い
う

記
事
を
描
い
た
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
衡
両
持
経
像
を
含
む
廟
窟
太
子
が

童
形
　
（
孝
養
像
タ
イ
プ
）
　
で
表
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
、
津
田
氏
は
　
「
童
形
」

が
聖
と
俗
を
繋
ぐ
垂
連
の
一
表
象
で
あ
っ
た
こ
と
、
柄
香
炉
が
年
齢
を
超
え
て

太
子
を
象
徴
す
る
持
物
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
き
わ
め
て

示
唆
に
富
む
貴
重
な
指
摘
と
い
え
よ
う
。

困
二
臣
を
従
え
た
太
子
像

こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
静
岡
・
個
人
蔵
本
の
他
に
、
大
英
博
物
館
本
と

『
国
華
』
　
六
〇
二
号
所
載
の
兵
庫
・
個
人
旧
蔵
本
の
、
計
三
本
の
存
在
が
確
認
で

き
る
。
い
ず
れ
も
太
子
下
方
の
左
右
に
小
野
妹
子
と
蘇
我
馬
子
の
二
臣
　
（
一
人

は
学
苛
で
あ
る
叶
能
性
が
あ
り
、
次
章
で
触
れ
た
い
。
）
　
を
配
し
た
図
様
で
、
太

子
は
坐
像
に
表
さ
れ
、
袖
衣
に
袈
裟
、
横
被
を
着
け
て
袴
を
履
き
、
本
図
と

『
国
華
』
　
六
〇
二
号
所
載
本
が
団
扇
　
（
塵
尾
）
　
を
、
大
典
博
物
館
本
が
柄
香
炉
を

執
る
。
こ
れ
ら
の
遺
品
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
平
安

初
期
頃
に
制
作
さ
れ
た
　
「
E
天
王
寺
賓
塔
三
園
大
師
等
銘
」
の
う
ち
、
学
寄

（
「
百
済
囲
具
徳
博
士
L
）
　
と
馬
子
　
（
「
蘇
我
馬
子
宿
禰
臣
。
H
L
）
　
を
左
右
に
従

え
た
　
「
上
官
聖
徳
法
皇
。
韮
山
」
の
三
尊
像
の
伝
統
を
引
き
継
い
だ
図
様
と
想

像
さ
れ
る
。
こ
の
　
「
大
師
等
影
像
」
は
、
四
天
王
寺
▲
九
重
塔
初
層
の
八
万
に
聖

徳
太
子
以
下
、
「
南
…
獄
達
摩
人
師
」
　
「
南
嶽
思
禅
師
」
　
「
天
台
智
禅
師
」
　
「
行
基

菩
薩
」
　
「
舎
利
弗
」
　
「
高
麗
囲
恵
慈
法
師
」
　
「
鍾
山
智
涯
禅
師
」
　
の
八
祖
師
を
描

い
た
も
の
で
、
銘
は
弘
法
大
師
の
筆
に
な
る
と
い
う
。
そ
し
て
八
祖
師
は
太
子

像
と
同
様
、
い
ず
れ
も
∴
高
僧
を
従
え
た
三
尊
形
式
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

仏
菩
薩
以
外
の
三
尊
像
と
い
え
ば
、
閥
立
本
の
帝
王
図
巻
や
唐
本
御
影
が
す
ぐ

さ
ま
想
起
さ
れ
る
が
、
「
大
師
等
影
像
」
　
や
後
世
の
太
子
像
以
外
に
も
、
三
尊
形

式
の
祖
師
像
が
い
か
に
流
布
し
て
い
た
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

潮
三
尊
形
式
を
と
る
祖
師
像

四
天
王
寺
五
重
塔
の
　
「
大
師
等
影
像
」
　
に
先
立
つ
祖
師
像
の
壁
影
と
し
て
、

興
福
寺
南
円
堂
の
八
祖
師
影
が
注
目
さ
れ
る
。
『
興
福
寺
濫
腸
記
』
　
に
は
八
祖

師
の
名
が
記
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
従
者
と
し
て
　
「
僧
形
童
形
有
之
」

と
あ
り
、
三
尊
像
に
限
ら
ず
祖
師
像
に
脇
侍
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
四
天
王
寺
に
次
ぐ
祖
師
影
と
し
て
は
、
真
言
系
な
が
ら
東
寺
潅
頂
院
の
壁

影
の
存
在
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
東
宝
記
』
　
に
よ
る
と
、
会
理
筆
と
伝

え
る
同
院
壁
面
の
十
一
祖
師
像
　
（
金
剛
薩
座
の
一
面
を
除
く
）
　
の
う
ち
恵
果
、

金
剛
智
、
不
空
ら
六
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
二
人
の
弟
子
な
ど
を
従
え
て
い
た
こ
と

が
指
図
よ
り
わ
か
る
。
そ
し
て
こ
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
室
町
時
代
の
作
例
が
、

四
天
王
寺
所
蔵
の
真
言
八
祖
像
か
と
思
わ
れ
る
。
四
天
王
寺
本
　
（
挿
図
2
）

は
三
人
の
侍
者
を
従
え
た
祖
師
が
四
幅
、
二
人
の
侍
者
を
従
え
た
祖
師
が
四
幅
、

計
八
幅
で
構
成
さ
れ
、
丹
生
・
高
野
両
明
神
を
配
し
た
問
答
講
本
尊
を
別
に
す

れ
ば
、
二
侍
者
を
従
え
た
弘
法
大
師
像
は
き
わ
め
て
珍
し
い
遺
品
と
い
え
よ
う
。

そ
の
後
口
本
で
は
、
三
尊
形
式
を
と
る
祖
師
像
は
広
く
一
般
に
は
流
布
し
な
か

っ
た
よ
う
だ
が
、
単
独
の
祖
師
像
で
も
そ
の
存
在
を
若
干
指
摘
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
す
な
わ
ち
慈
恩
大
師
の
左
右
に
渦
州
・
撲
揚
の
両
大
師
を
配
し
た
大
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阪
・
藤
旧
美
術
館
本
法
相
三
祖
像
　
（
鎌
倉
時
代
）
　
や
、
潅
頂
・
湛
然
の
両
大
師

を
配
し
た
大
阪
・
施
福
寺
本
　
（
鎌
倉
時
代
）
　
お
よ
び
同
松
尾
寺
本
、
東
京
・
個

人
蔵
本
　
（
と
も
に
南
北
朝
時
代
）
　
の
い
ず
れ
も
天
台
大
師
像
、
恵
心
・
檀
那
両

僧
都
を
従
え
た
延
暦
寺
瑞
応
院
本
慈
恵
大
師
像
　
（
室
町
時
代
）
、
中
峰
明
本
と

断
崖
丁
義
を
配
し
た
福
岡
・
聖
福
寺
本
高
峯
原
妙
像
　
（
元
時
代
）
　
な
ど
が
管
見

に
及
ん
で
い
る
。
ま
た
広
く
捉
え
れ
ば
、
前
鬼
・
後
鬼
を
従
え
た
多
数
の
役
行

者
像
や
、
浄
行
・
臥
両
行
者
を
従
え
た
泰
澄
大
師
坐
像
　
（
福
井
・
大
谷
寺
蔵
、

明
応
二
年
＝
▲
■
川
九
▲
二
作
）
　
と
い
っ
た
修
験
の
祖
師
像
も
、
三
尊
形
式
の
祖
師

像
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
上
見
た
よ
う
に
、
中
国
の
祖
師
像
で
は
三
尊

形
式
は
決
し
て
例
外
的
な
存
在
で
は
な
く
、
そ
の
風
を
受
け
継
い
だ
日
本
に
お

い
て
も
、
三
尊
形
式
の
祖
師
像
は
時
代
が
遡
れ
ば
、
か
な
り
の
数
量
が
制
作
さ

れ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
三
尊
形
式
の
太
子
像
に
つ
い
て
も
、

そ
の
淵
源
を
ひ
と
え
に
唐
本
御
影
に
求
め
る
必
要
は
な
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

三
、
静
岡
・
個
人
蔵
本
の
類
晶

本
草
で
は
静
岡
・
個
人
蔵
本
に
立
ち
返
り
、
そ
の
類
品
と
比
較
検
討
す
る
こ

と
に
よ
り
、
静
岡
・
個
人
蔵
本
　
（
以
卜
本
章
で
も
本
凶
と
呼
ぶ
）
　
の
性
格
や
位

置
づ
け
を
よ
り
明
確
に
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

回
大
英
博
物
館
本
と
兵
庫
・
個
人
蔵
本

大
英
博
物
館
本
は
、
絹
本
着
色
、
本
図
よ
り
ひ
と
ま
わ
り
大
き
い
掛
幅
本
で

あ
る
。
落
ち
着
い
た
色
調
と
さ
め
た
表
情
が
特
徴
的
で
、
本
圃
よ
り
若
干
遡
っ
て

十
四
世
紀
前
半
の
作
に
な
る
。
太
予
が
礼
盤
上
で
右
万
を
向
い
て
坐
し
、
束
帯
姿

の
二
臣
を
下
方
左
右
に
配
す
と
い
う
基
本
的
な
図
様
は
本
図
と
」
致
す
る
が
、
以

卜
の
諸
点
で
本
国
と
は
異
な
る
。
ま
ず
太
子
は
両
手
で
柄
香
炉
を
持
ち
、
角
髪
に

結
わ
ず
垂
髪
と
し
、
左
足
を
前
に
し
て
安
坐
す
る
。
像
容
と
し
て
は
孝
養
像
に
分

類
で
き
、
袈
裟
は
両
肩
を
担
い
で
着
け
、
横
被
が
半
ば
右
肩
を
覆
う
こ
と
か
ら
、

服
制
に
よ
る
天
野
氏
の
分
類
に
従
え
ば
C
タ
イ
プ
と
D
タ
イ
プ
の
中
間
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
両
本
の
相
違
点
か
ら
、
本
国
が
大
英
博
物
館
本
の
転
写

本
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
ま
た
両
本
の
直
接
の
祖
本
も
異
な
る
と
想
定
さ
れ
る
が
、

遡
っ
て
考
え
れ
ば
両
本
に
共
通
の
祖
本
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
よ
う
。

両
本
そ
れ
ぞ
れ
の
祖
本
は
、
太
子
の
図
像
や
三
尊
と
す
る
形
式
の
古
株
さ
、
そ
し

て
両
本
と
も
暖
か
み
の
あ
る
賦
彩
を
基
調
と
し
た
表
現
を
と
る
こ
と
か
ら
、
鎌
倉

期
も
早
い
頃
ま
で
遡
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
い
。

そ
し
て
大
英
博
物
館
本
と
よ
り
密
接
な
関
係
を
想
像
さ
せ
る
遺
品
が
、
兵

庫
・
個
人
蔵
本
で
あ
る
。
個
人
蔵
本
は
独
尊
像
な
が
ら
、
太
子
が
角
髪
・
垂

髪
と
し
、
横
被
が
完
全
に
右
肩
を
覆
っ
て
C
タ
イ
プ
の
服
制
に
な
り
、
柄
香
炉

を
持
つ
両
手
の
指
の
握
り
が
異
な
る
点
を
除
け
ば
、
大
英
博
物
館
本
に
近
似
す

る
。
加
え
て
個
人
蔵
本
は
、
服
制
の
み
な
ら
ず
、
袈
裟
が
礼
盤
左
側
面
に
垂
下

す
る
衣
裳
の
表
現
が
京
都
・
藤
井
有
鄭
館
本
太
子
像
　
（
図
1
3
3
）
　
の
そ
れ
を
踏
襲

し
て
お
り
、
大
英
博
物
館
本
と
藤
井
有
鄭
館
本
の
両
者
の
影
響
が
看
取
さ
れ
る
。

そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
太
十
の
像
容
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
本
図
と
大
英
博
物
館
本
、

兵
庫
・
個
人
蔵
本
の
三
本
は
、
藤
井
有
鄭
館
本
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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佃
　
『
国
華
』
　
六
〇
二
号
所
載
本
と
藤
井
有
郡
館
本

束
帯
姿
の
二
臣
を
従
え
た
三
尊
形
式
の
太
子
像
の
残
る
一
幅
が
、
『
国
華
』



六
〇
二
号
所
載
本
　
（
挿
図
3
）
　
で
あ
る
。
『
幽
華
』
所
載
本
は
絹
本
着
色
の
掛

幅
本
、
本
国
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
、
一
九
四
〇
年
十
二
月
の
時
点
で
兵
庫
・

村
山
長
撃
氏
蔵
と
な
っ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
そ
の
所
在
を
確
認
で
き

な
い
。
『
囲
華
』
　
所
載
本
は
室
町
期
を
遡
ら
ぬ
作
と
さ
れ
、
背
景
に
石
畳
と
欄

干
を
描
き
、
太
√
は
輩
の
礼
盤
状
の
基
台
に
左
足
を
前
に
し
て
安
坐
し
、
垂
髪

と
し
て
両
手
で
団
扇
　
（
塵
尾
）
　
を
執
る
。
太
十
の
像
容
は
服
制
ほ
か
本
国
と
ほ

ぼ
同
じ
で
、
二
臣
の
像
容
も
共
通
す
る
。
た
だ
し
二
臣
の
傍
ら
に
は
、
尊
名
を

墨
書
し
た
と
思
わ
れ
る
短
肝
が
設
け
ら
れ
、
剥
落
の
た
め
ほ
と
ん
ど
判
読
で
き

な
い
が
、
左
脇
侍
の
短
冊
の
下
端
に
　
「
博
士
」
　
の
文
字
が
み
え
る
の
は
注
目
さ

れ
る
。
す
る
と
左
脇
侍
は
束
帯
姿
な
が
ら
、
百
済
博
士
学
宵
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
右
脇
侍
を
妹
予
も
し
く
は
馬
子
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
作
品
自
体

の
所
在
を
確
か
め
ら
れ
な
い
現
時
点
に
お
い
て
、
即
断
は
控
え
る
べ
き
だ
が
、

こ
の
二
臣
が
川
天
王
寺
の
　
「
大
師
等
影
像
」
中
の
太
子
三
尊
像
と
、
同
じ
構
成

に
な
る
可
能
性
が
出
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
　
『
国
華
』
所
載
本
に
描
か
れ
る
屋
蓋
部
に
宝
珠
を
戴
い
た
輩
と
、
太
子
の

持
物
か
ら
直
ち
に
想
起
さ
れ
る
の
が
、
法
隆
寺
絵
殿
の
伝
七
歳
像
（
図
9
8
）
　
で
あ

ろ
う
。
太
子
の
像
容
は
伝
七
歳
像
と
異
な
る
も
の
の
、
輩
は
聖
霊
会
に
際
し
て
の

行
遺
移
座
の
た
め
に
備
え
ら
れ
た
も
の
で
、
行
像
と
し
て
の
太
子
像
が
童
像
に
表

さ
れ
る
点
は
一
致
す
る
。
法
隆
寺
で
成
立
し
て
い
た
輩
に
安
置
さ
れ
た
太
子
の
図

像
に
、
∴
臣
が
加
え
ら
れ
た
図
様
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
加
え
て
注

意
す
べ
き
が
、
『
国
華
』
所
載
本
の
画
面
右
上
の
短
冊
に
墨
書
さ
れ
た
讃
銘
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
「
］
観
世
青
　
侍
燈
東
方
粟
散
王
／
‖
∪
来
誕
生
　
開
演
妙

法
度
衆
生
」
と
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
　
『
伝
暦
』
　
十
二
歳
条
に
基
づ
く
日
羅
の
太

子
へ
の
礼
拝
の
偶
文
で
あ
り
、
藤
井
有
鄭
館
本
や
東
博
所
蔵
の
太
子
像
厨
子
扉
絵

（
図
1
2
5
）
　
に
も
同
文
の
讃
銘
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
　
『
国
華
』
所
載
本
の
太

子
に
込
め
ら
れ
た
意
味
内
容
を
示
唆
す
る
も
の
で
、
藤
井
有
鄭
館
本
に
込
め
ら
れ

た
太
子
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
同
じ
趣
旨
と
理
解
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
藤
井
有
鄭

館
本
は
讃
銘
に
加
え
て
、
持
物
や
種
子
（
キ
リ
ー
ク
）
　
を
配
す
る
こ
と
ま
で
特
異

な
作
例
で
、
津
田
氏
は
藤
井
有
鄭
館
本
の
意
義
に
つ
い
て
、
前
掲
論
文
で
重
要
な

示
唆
を
さ
れ
て
い
る
。
前
節
に
て
本
図
と
大
英
博
物
館
本
が
、
藤
井
有
鄭
館
本
の

影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
『
国
華
』
所
載
本
も
含
め
て
、
二
臣
を

従
え
た
太
子
像
は
、
藤
井
有
鄭
館
本
と
の
関
連
の
上
で
、
改
め
て
見
直
す
必
要
が

あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
章
で
改
め
て
触
れ
た
い
。

湖
東
博
本
仏
画
写
経
貼
交
屏
風
の
太
子
五
巨
像

二
臣
を
従
え
た
太
子
像
で
は
な
い
が
、
『
国
華
』
　
所
載
本
と
の
関
連
で
見
逃

せ
な
い
作
例
が
、
東
博
所
蔵
　
（
法
隆
寺
宝
物
室
）
　
の
仏
画
写
経
貼
交
屏
風
中
の

太
子
五
臣
像
　
（
挿
図
4
、
以
下
東
博
本
と
記
す
）
　
で
あ
る
。
東
博
本
は
「
聖
徳

太
子
勝
覧
経
講
讃
図
」
と
し
て
同
館
図
版
目
録
に
掲
載
さ
れ
、
絹
本
着
色
、
鎌

倉
時
代
十
四
世
紀
の
作
と
さ
れ
る
が
、
実
際
は
十
三
世
紀
に
遡
る
も
の
と
判
断

さ
れ
る
。
東
博
本
は
画
絹
の
脱
落
や
賦
彩
の
剥
落
が
著
し
く
図
様
が
判
然
と
し

な
い
が
、
画
面
中
央
に
　
『
国
華
』
　
所
載
本
と
同
様
、
輩
内
に
両
手
で
団
扇
を
執

る
童
形
の
太
子
を
描
き
、
手
前
に
は
広
縁
に
欄
干
と
柱
を
表
す
。
垂
髪
と
す
る

太
子
は
わ
ず
か
に
口
を
開
け
、
袖
衣
に
袈
裟
と
横
被
を
着
け
、
服
制
は
C
タ
イ

プ
と
D
タ
イ
プ
の
中
間
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
太
子
の
手
前
左
右
に
妹
子
と
馬
子

か
と
思
わ
れ
る
束
帯
姿
の
二
臣
を
描
く
の
み
な
ら
ず
、
太
子
の
左
右
に
僧
形
三

人
を
描
き
加
え
た
五
臣
を
配
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
各
人
物
の
傍
ら
に
は
、
尊

名
を
記
し
た
短
冊
が
あ
り
ほ
と
ん
ど
判
読
で
き
な
い
が
、
右
上
の
僧
形
の
傍
ら

－33－



に
は
「
天
竺
国
達
磨
和
尚
」
と
み
え
る
。
僧
形
三
人
を
含
む
五
臣
の
人
選
と
配

置
が
通
常
と
は
異
な
る
も
の
の
、
斑
鳩
寺
本
や
法
隆
寺
本
は
じ
め
、
多
く
の
勝

等
経
講
讃
凶
（
図
1
5

3
・
1
5
4
）
に
こ
う
し
た
五
臣
が
聴
衆
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と

か
ら
、
上
述
し
た
名
称
が
付
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
真
宗
系
の
絵
伝

や
光
明
本
尊
に
描
か
れ
る
勝
等
経
講
讃
凶
で
は
、
時
間
的
に
矛
盾
を
き
た
す
六

臣
が
聴
衆
と
し
て
描
か
れ
、
ま
た
兵
庫
・
中
山
寺
の
勝
覧
経
講
讃
図
で
は
、
講

讃
す
る
太
子
に
加
え
て
孝
養
像
と
南
無
仏
太
子
が
併
画
さ
れ
て
い
る
。
絵
伝
か

ら
独
立
し
た
説
話
画
、
す
な
わ
ち
太
子
三
十
五
歳
の
折
り
の
勝
等
経
講
請
と
い

う
性
格
か
ら
離
れ
、
時
空
を
超
え
て
太
子
を
象
徴
的
に
表
す
と
い
っ
た
試
み
が
、

勝
等
経
講
讃
図
に
お
い
て
も
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
本
図

に
描
か
れ
た
童
形
の
太
子
像
は
、
様
々
な
随
臣
や
讃
銘
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ

り
、
単
な
る
童
形
像
と
は
別
の
意
味
が
付
加
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

逆
に
束
帯
姿
の
∴
臣
像
は
、
あ
ら
ゆ
る
太
十
の
図
像
と
結
び
付
く
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
太
子
像
の
新
た
な
意
味
付
け
、
随
臣
と
の
前

例
の
な
い
組
み
合
わ
せ
が
、
遅
く
と
も
鎌
倉
後
期
に
は
行
わ
れ
て
い
た
を
、
東

博
本
が
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
、
太
子
像
の
新
展
開

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
本
国
は
太
子
の
図
像
に
加
え
、
二
臣
を
従
え
た

三
尊
形
式
と
す
る
な
ど
、
占
様
な
▲
面
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
▲
方
で
本
国
に
は
、

藤
井
有
鄭
館
本
や
束
博
本
と
同
様
に
、
太
子
の
年
齢
を
超
え
た
別
の
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
本
図
の
図
像
と
図
様
が
い
か

に
し
て
成
立
し
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
改
め
て
ま
と
め
て
み
た
い
。

ま
ず
は
図
像
面
で
、
本
図
と
坐
法
、
持
物
、
髪
型
、
服
制
（
一
章
の
㈱
困

価
㈲
）
の
四
点
で
共
通
す
る
法
隆
寺
本
五
尊
像
中
の
太
子
像
を
手
が
か
り
に
、

そ
の
成
立
を
考
え
て
み
た
い
。
法
隆
寺
伝
来
の
五
尊
像
（
図
1
9
5
）
は
鎌
倉
中
期

頃
の
作
で
、
金
剛
界
の
大
日
如
来
を
中
心
に
描
き
、
太
子
は
画
面
左
下
に
如
意

輪
観
音
と
対
角
線
の
位
置
に
、
ま
た
弘
法
大
師
と
向
き
合
う
か
の
よ
う
に
表
さ

れ
る
。
五
尊
像
の
太
子
は
、
童
形
像
と
し
て
は
持
物
を
塵
尾
と
す
る
数
少
な
い

作
例
で
、
絵
殿
の
伝
七
歳
像
に
象
徴
さ
れ
る
法
隆
寺
の
伝
統
的
な
持
物
と
い
え

よ
う
。
そ
し
て
太
子
は
塵
尾
の
み
な
ら
ず
、
左
手
に
柄
香
炉
を
も
持
つ
が
、
こ

れ
は
三
国
祖
師
影
図
像
（
図
1
3
0
、
先
徳
図
像
）
に
「
聖
徳
太
子
法
隆
寺
」
と

記
さ
れ
る
童
形
像
の
持
物
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
法
隆
寺
の
太
子
の
図
像
を

逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
着
衣
に
つ
い
て
は
、
伝
七
歳
像
や
三
国

祖
師
影
図
像
が
袖
衣
に
何
も
懸
け
な
い
服
制
と
す
る
の
に
対
し
、
五
尊
像
で
は

本
図
と
同
じ
く
地
衣
に
袈
裟
と
横
被
を
着
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
乗

寺
本
や
高
僧
図
像
の
「
聖
徳
」
像
（
図
1

2
9
）
に
見
ら
れ
る
服
制
で
、
平
安
時
代

に
お
い
て
は
大
台
系
の
太
子
の
図
像
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
袈
裟

と
横
被
の
着
け
方
は
、
高
僧
図
像
の
そ
れ
に
一
致
す
る
。
た
だ
し
津
田
氏
は
持

物
の
塵
尾
に
つ
い
て
、
講
讃
太
子
の
イ
メ
ー
ジ
の
投
影
と
捉
え
て
お
り
、
そ
の

結
果
と
し
て
講
讃
太
子
と
同
様
の
着
衣
を
纏
っ
た
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
そ
れ
に
加
え
て
五
尊
像
で
は
、
太
子
は
左
足
を
垂
下
し
て
半
伽
坐

と
し
、
こ
の
坐
法
は
一
乗
寺
本
を
引
き
継
い
で
い
る
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

す
な
わ
ち
五
尊
像
の
太
子
は
、
法
隆
寺
に
特
有
な
持
物
に
天
台
系
の
坐
法
と
服

制
を
採
り
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
結
果
と
し
て
両
者
の
融
合
が
図
ら
れ
た
と
見

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
従
っ
て
本
国
の
太
子
の
図
像
上
の
特
徴
は
、
五
尊
像
の

場
合
と
同
じ
く
、
個
々
の
要
素
は
古
い
図
像
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
そ
の
組
み
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合
わ
せ
は
斬
新
で
、
鎌
倉
期
に
至
っ
て
新
た
な
太
子
図
像
の
現
出
を
導
い
た
も

の
と
い
え
る
。
そ
う
し
た
姿
の
太
子
は
如
意
輪
観
音
の
垂
速
で
あ
り
、
弘
法
大

師
の
前
身
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
五
尊
像
で
は
明
確
に
主
張
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
一
万
、
右
手
の
持
物
を
藤
尾
で
は
な
く
檎
扇
と
し
た
藤
井
有
鄭
館
本

に
お
い
て
も
、
太
子
が
如
意
輪
観
音
の
垂
速
で
あ
る
こ
と
を
、
種
子
と
讃
銘
に

よ
っ
て
強
調
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

次
に
本
国
が
、
二
人
の
随
臣
を
従
え
た
三
尊
形
式
の
図
様
と
す
る
意
味
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。
三
尊
形
式
を
と
る
祖
師
像
が
古
く
か
ら
存
在
し
、
二
臣

を
従
え
た
太
子
像
が
四
天
王
寺
で
平
安
初
期
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
前
述
し

た
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
図
で
は
、
平
安
時
代
に
は
成
立
し
て
い
た
太

子
の
個
々
の
図
像
に
加
え
、
二
臣
を
従
え
た
三
尊
形
式
と
い
う
古
い
図
様
を
採

用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
三
尊
形
式
が
四
天
王
寺
で
成
立
し
て

い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
こ
に
表
さ
れ
る
太
子
像
も
天
台
系
、
す
な
わ
ち
大

英
博
物
館
本
に
見
ら
れ
る
柄
香
炉
を
持
ち
、
砲
衣
に
袈
裟
と
横
被
を
着
け
た
姿

が
よ
り
相
応
し
く
、
大
英
博
物
館
本
が
四
天
王
寺
で
成
立
し
た
三
尊
の
図
像
を
、

よ
り
忠
実
に
引
き
継
い
で
い
る
と
想
像
さ
れ
る
。
本
国
の
太
子
が
法
隆
寺
な
ら

で
は
の
持
物
と
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
国
は
太
子
そ
の
も
の
の
図
像
に
加

え
、
全
体
の
図
様
ま
で
も
大
台
系
と
の
融
合
が
図
ら
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
そ
こ
で
改
め
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
法
隆
寺
に
伝
来
し
た
東
博
本
の
図

様
で
あ
ろ
う
。
東
博
本
の
太
子
は
輩
内
に
描
か
れ
る
こ
と
で
、
図
像
と
し
て
よ

り
一
層
法
隆
寺
ら
し
さ
が
表
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
二
臣
に
僧
形
三
人
　
（
達
磨

大
師
を
含
む
）
を
加
え
た
勝
等
経
講
讃
図
を
彷
彿
と
さ
せ
る
五
臣
を
併
画
し
て
、

前
例
の
な
い
斬
新
な
凶
様
を
作
り
卜
げ
て
い
る
。
童
形
の
太
子
が
わ
ず
か
に
口

を
開
け
て
、
講
讃
太
√
を
意
識
し
た
表
現
と
す
る
が
、
こ
の
五
臣
の
組
み
合
わ

せ
は
他
に
例
が
な
い
。
真
宗
系
の
い
わ
ゆ
る
垂
髪
太
子
像
は
、
同
時
期
に
は
存

在
し
え
な
か
っ
た
四
ま
た
は
六
臣
を
従
え
て
い
る
が
、
束
博
本
の
太
子
は
真
宗

系
の
垂
髪
太
子
や
勝
等
経
講
讃
図
と
同
レ
ベ
ル
で
考
え
る
べ
き
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
本
国
や
『
国
華
』
所
載
本
、
そ
し
て
東
博
本
の
特
殊
な
太
子
童
形
像
は
、

時
空
を
超
越
し
た
存
在
と
な
る
べ
く
、
様
々
な
随
臣
を
従
え
て
新
た
な
る
図
様

を
生
み
出
し
て
い
っ
た
と
想
定
さ
れ
よ
う
。

衡
山
持
経
を
表
し
た
太
子
を
含
む
「
廟
窟
太
子
」
に
つ
い
て
、
津
田
氏
は
前

掲
論
文
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
三
尊
形
式
の
太
子
像
が
、
鎌
倉
期
以
降
に
流
行

を
み
せ
る
立
像
の
太
子
像
の
囁
矢
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
同
時
に
、

妙
源
寺
本
光
明
本
尊
（
図
1

9
2
）
に
描
か
れ
る
像
を
典
型
と
す
る
真
宗
系
の
垂
髪

太
子
、
そ
し
て
法
隆
寺
の
五
尊
像
中
の
太
子
像
を
、
講
讃
太
子
か
ら
の
投
影
を

経
た
「
廟
窟
太
子
」
の
一
展
開
と
み
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
特
定
の
時
間
と

空
間
を
超
越
し
た
観
音
の
垂
速
形
と
し
て
の
太
子
」
の
図
像
の
成
立
に
際
し
て
、

「
廟
窟
太
子
」
の
果
た
し
た
存
在
の
大
き
さ
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
し
く

卓
見
と
い
え
、
鎌
倉
期
に
流
布
す
る
時
空
を
超
越
し
た
太
子
立
像
に
「
廟
窟
太

子
」
の
与
え
た
影
響
力
は
ご
指
摘
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
た
だ
平
安
時
代
以
来

の
伝
統
に
基
づ
く
坐
像
の
太
子
像
に
お
い
て
も
、
束
博
本
や
藤
井
有
鄭
館
本
、

法
隆
寺
五
尊
像
、
そ
し
て
本
図
を
含
む
二
臣
を
従
え
た
三
尊
像
な
ど
、
太
子
は

年
齢
を
超
え
た
姿
に
確
実
に
変
貌
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
廟
窟
太
子
」
の
よ

う
に
、
そ
の
図
像
の
成
立
時
期
を
推
定
で
き
な
い
の
は
残
念
だ
が
、
五
臣
を
従

え
た
東
博
本
が
鎌
倉
後
期
の
作
に
な
る
こ
と
や
、
本
国
の
表
現
に
古
様
な
要
素

が
看
取
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
図
の
原
本
も
鎌
倉
前
期
に
は
成
立
し
て
い
た
こ

と
が
想
定
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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結
び
に
か
え
て

時
空
を
超
え
た
太
子
の
彫
像
の
作
例
と
し
て
、
初
期
真
宗
で
盛
ん
に
造
立
さ

れ
た
の
が
　
「
真
俗
二
諦
像
」
　
で
あ
っ
た
。
「
真
俗
二
諦
像
」
　
は
垂
髪
で
は
な
く

角
髪
を
結
い
、
筍
と
柄
香
炉
を
持
物
と
し
て
、
袴
を
履
い
て
立
つ
。
着
衣
形
式

は
、
大
野
氏
が
分
類
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
C
タ
イ
プ
で
、
絵
画
遺
品
で
C
タ
イ
プ

と
い
え
ば
　
「
廟
窟
太
子
」
を
は
じ
め
、
藤
井
有
鄭
館
本
や
大
英
博
物
館
本
、
兵

庫
・
個
人
蔵
本
な
ど
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
太
子
像
の
多
く
が
こ
こ
に
分
類

さ
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
第
と
柄
香
炉
を
持
っ
て
角
髪
に
結
い
、
C
タ
イ
プ

の
着
衣
を
纏
っ
て
正
面
向
き
に
立
つ
の
が
四
天
王
寺
の
太
子
四
巨
像
　
（
図
1
4
3
）
、

－

　

－

お
よ
び
岐
阜
・
倍
浄
寺
の
太
千
六
臣
像
で
あ
る
。
川
天
王
寺
本
お
よ
び
信
浄

寺
本
は
室
町
中
期
頃
の
作
に
な
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
持
物
を
執
り
、
垂
髪
と
す

る
太
子
に
六
臣
を
従
え
た
図
様
が
同
じ
く
四
天
王
寺
に
伝
わ
り
、
同
寺
で
は

「
孝
養
御
影
」
と
称
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
図
様
の
画
幅
が
四
天
王
寺
の
ほ
か
、

法
輪
寺
や
六
角
覚
頂
法
寺
、
滋
賀
・
百
済
寺
に
も
所
蔵
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
う

ち
倍
浄
寺
本
と
六
角
堂
頂
法
寺
本
、
そ
し
て
百
済
寺
本
に
は
、
東
博
本
厨
子
扉

絵
　
（
図
1
2
5
）
　
や
藤
井
有
郷
館
本
、
『
国
華
』
　
所
載
本
に
も
記
さ
れ
る
、
‖
羅
と

阿
佐
太
子
の
太
子
に
対
す
る
讃
歎
の
侶
文
を
、
「
皇
太
子
聖
徳
御
縁
起
H
」
と

し
て
着
讃
し
て
い
を
。
こ
こ
で
述
べ
た
太
子
六
臣
像
は
、
垂
髪
と
し
て
持
物
を

柄
香
炉
の
み
に
替
え
る
と
、
真
宗
系
の
い
わ
ゆ
る
　
「
垂
髪
太
子
」
と
な
り
、
光

明
本
尊
や
独
尊
と
し
て
、
多
数
の
遺
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
に
見
た
一
連
の
太
子
像
は
、
真
宗
系
・
非
真
宗
系
の
遺
品
、
そ
し
て
垂

髪
・
角
髪
と
す
る
像
が
混
在
す
る
が
、
い
ず
れ
も
年
齢
を
超
越
し
た
太
子
像
で
あ

る
こ
と
は
、
先
学
も
指
摘
し
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
観
音
の
垂
連
と
し
て

の
太
子
像
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
改
め
て
強
調
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
前
に
触

れ
た
法
輪
寺
本
の
下
辺
に
、
『
法
華
経
』
普
門
品
の
偶
文
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

滋
賀
・
観
音
正
寺
本
三
十
三
所
観
音
里
奈
羅
図
に
、
垂
髪
太
子
が
描
か
れ
る
こ
と
、

そ
し
て
三
国
祖
師
影
図
像
（
図
1

3
0
、
先
徳
図
像
）
の
童
形
太
子
像
に
「
観
音
後
身
」

と
記
さ
れ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
ま
た
こ
う
し
た
太
子
像
造
立
の
契

機
と
な
っ
た
の
が
、
以
前
に
軋
秤
で
も
言
及
し
た
、
太
子
三
十
三
歳
の
姿
と
伝
え

る
広
隆
寺
上
官
王
院
本
尊
の
着
衣
立
像
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
保
安
元
年

（
一
一
二
〇
）
頼
範
作
と
確
認
さ
れ
た
広
隆
寺
像
は
、
胎
内
に
「
救
世
観
音
」
等
を

蹴
彫
り
し
た
月
輪
を
納
め
、
第
と
柄
香
炉
を
執
り
、
当
初
は
角
髪
に
結
っ
て
い
た

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
の
広
隆
寺
像
を
契
機
と
し
て
彫
像
に
お
い
て
も
、

年
齢
に
と
ら
わ
れ
な
い
太
子
立
像
が
登
場
し
て
き
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
と
こ

ろ
が
最
近
津
田
氏
は
、
広
隆
寺
像
と
「
真
俗
∴
諦
像
」
出
現
に
至
る
ま
で
に
、
い

さ
さ
か
時
間
的
懸
間
が
あ
り
す
ぎ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
両
者

の
時
間
的
な
空
自
を
埋
め
る
の
が
、
広
隆
寺
像
の
強
い
影
響
下
で
鎌
倉
期
に
盛
ん

に
造
立
さ
れ
た
童
形
の
着
衣
像
・
植
髪
太
子
像
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
て
い
る

鶴
林
寺
に
秘
仏
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
植
髪
太
子
像
は
、
汗
杉
と
肌
袴
を
彫
り

だ
し
、
右
手
に
第
、
左
手
に
柄
香
炉
を
執
っ
て
直
立
す
る
姿
で
、
玉
眼
と
す
る
表

情
は
生
彩
に
富
み
、
制
作
は
鎌
倉
前
期
に
遡
る
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
全
身
裸
形

と
す
る
兵
庫
・
奥
山
寺
の
植
髪
像
（
図
1

0
1
）
は
、
現
状
で
右
手
に
経
巻
を
持
た
せ

る
が
、
当
初
は
や
は
り
第
を
持
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
奥
山
寺
像
に
加

え
、
五
臓
六
腑
を
胎
内
に
籠
め
る
と
い
う
兵
庫
・
斑
鳩
寺
の
植
髪
像
も
、
鎌
倉
期

の
作
と
見
て
大
過
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
筆
者
は
実
見
し
て
い
な
い
が
、

大
阪
・
叡
福
寺
お
よ
び
人
聖
勝
軍
寺
の
秘
仏
の
植
髪
像
に
つ
い
て
も
、
第
と
柄
香

炉
を
執
っ
て
お
り
、
図
版
で
見
る
限
り
鎌
倉
期
の
作
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
一

－36－



方
茨
城
・
善
垂
寺
像
（
図
1
1

3
）
や
愛
知
・
本
謹
寺
像
に
代
表
さ
れ
る
「
真
俗
∴
諦
像
」

は
、
垂
髪
太
子
像
と
同
じ
く
C
タ
イ
プ
の
服
制
を
と
る
が
、
「
真
俗
∴
諦
像
」
の
古

例
に
な
る
京
都
・
価
光
寺
像
（
一
三
一
九
年
湛
幸
作
、
図
m
）
、
そ
し
て
同
じ
く
第

と
柄
香
炉
を
持
つ
山
梨
・
仁
勝
土
豪
や
広
苧
浄
土
寺
像
（
一
三
五
年
辛
春
作
、

図
日
2
）
が
B
タ
イ
プ
の
服
別
に
な
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
B

タ
イ
プ
は
、
大
聖
勝
軍
寺
の
三
尊
像
や
広
隆
寺
桂
官
院
半
蜘
坐
像
の
ご
と
く
真

宗
以
外
で
採
用
さ
れ
て
い
た
服
制
で
、
着
衣
・
植
髪
像
に
着
せ
ら
れ
た
実
物
の
着

衣
を
彫
刻
化
し
た
作
例
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
う
し
た
遺
品
が
広
隆
寺
上
官
王
院
像

と
「
真
俗
二
諦
像
」
の
間
の
橋
渡
し
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

以
ヒ
の
よ
う
に
中
世
の
太
子
像
は
、
広
隆
寺
像
を
契
機
と
す
る
彫
像
の
太
子

立
像
や
、
「
廟
窟
太
子
」
を
情
夫
と
す
る
立
像
の
太
子
画
像
、
そ
し
て
本
小
論

で
述
べ
た
二
臣
を
従
え
た
太
子
画
像
を
含
む
坐
像
の
太
子
画
像
と
、
次
々
と
時

空
を
超
越
し
た
「
垂
連
太
子
」
像
と
し
て
、
宗
派
を
問
わ
ず
制
作
さ
れ
て
い
っ

た
と
想
定
で
き
る
。
そ
れ
は
換
言
す
れ
ば
、
「
十
六
歳
孝
養
像
」
と
い
う
制
作

時
の
意
識
が
稀
薄
で
あ
っ
た
平
安
時
代
の
童
形
太
子
像
の
伝
統
を
、
中
世
の
太

子
像
は
引
き
継
い
だ
も
の
と
も
い
え
る
。
そ
し
て
、
東
博
本
太
子
五
臣
像
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
観
音
の
垂
速
と
さ
れ
た
童
形
の
太
子
像
は
、
勝
篭
経
講
讃
太

子
を
も
巻
き
込
ん
で
時
空
を
超
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

註（
1
）
　
『
聖
徳
太
子
展
』
図
録
三
〇
〇
一
年
十
月
、
編
集
＝
東
京
都
美
術
館
、
大
阪
市
L
払
美
術

館
、
名
古
屋
市
博
物
館
、
N
H
K
、
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
）
所
収
の
「
時
空
を
超
え

た
聖
徳
太
子
像
」
。
な
お
本
展
で
は
、
企
画
監
修
と
し
て
鷲
塚
泰
光
・
有
賀
祥
隆
・
東
野

治
之
の
各
氏
か
ら
、
学
術
協
力
と
し
て
奈
良
国
立
博
物
館
か
ら
御
指
導
・
ご
協
力
を
得
た
。

（
2
）
小
山
正
文
「
三
尊
形
式
の
聖
徳
太
子
像
」
（
『
同
朋
係
数
』
第
二
八
号
所
収
、
一
九
九
三
年

七
月
、
後
に
同
氏
の
『
親
鸞
と
真
宗
絵
伝
』
＝
法
蔵
館
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
に
再
録
）
お

よ
び
津
田
徹
英
「
中
世
に
お
け
る
聖
徳
太
子
図
像
の
受
容
と
そ
の
意
義
」
（
『
密
教
図
像
』

第
十
六
号
、
一
九
九
七
年
十
二
月
）

（
3
）
『
四
天
王
寺
開
創
千
四
百
年
記
念
出
版
聖
徳
太
子
信
仰
の
美
術
』
（
東
方
出
版
、
大
阪
市

立
美
術
館
監
修
、
一
九
九
六
年
三
月
）
所
収
の
拙
稿
「
一
乗
寺
本
聖
徳
太
子
孝
養
像
と
太

子
画
像
の
展
開
」
。

（
4
）
東
京
新
聞
事
業
局
文
化
事
業
部
編
の
同
展
図
録
（
同
年
四
月
）
、
図
版
4

9
参
照
。

（
5
）
伊
東
史
朗
「
総
説
広
隆
寺
聖
徳
太
子
像
の
概
要
と
諸
問
題
」
（
京
都
大
学
出
版
会
『
調

査
報
告
・
広
隆
寺
卜
宮
王
院
聖
徳
太
子
像
』
所
収
、
一
九
九
七
年
一
月
）

（
6
）
同
「
袈
裟
と
横
被
の
着
用
か
ら
み
た
聖
徳
太
子
孝
養
像
」
（
註
3
掲
載
書
所
収
）

（
7
）
天
野
氏
は
左
肩
が
袈
裟
で
覆
わ
れ
、
右
肩
が
鞄
衣
を
露
出
さ
せ
る
像
を
A
タ
イ
プ
、
右
肩

も
横
被
で
覆
わ
れ
る
像
を
B
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
本
図
で
は
、
横
被

が
わ
ず
か
に
右
肩
を
覆
い
、
太
子
の
上
腕
半
ば
を
通
っ
て
前
脾
内
側
に
垂
下
し
て
い
る
。

（
8
）
註
3
掲
載
書
図
版
1
53
参
照
。
広
隆
寺
の
厨
子
扉
残
欠
は
三
両
が
現
存
し
、
束
帯
姿
の
妹
子

と
馬
子
、
唐
装
の
学
苛
の
い
ず
れ
も
立
像
が
、
そ
し
て
恵
慈
の
短
冊
型
の
み
が
残
る
。
と

も
に
縦
1
5

0
c
m
近
い
大
型
の
厨
子
絵
の
残
欠
で
、
鎌
倉
時
代
の
作
。

（
9
）
註
3
掲
載
書
図
版
1
9
3
参
照
。
桃
山
時
代
、
絹
本
着
色
の
掛
幅
本
で
、
縦
一
四
四
・
八
、
横

五
四
・
七
c
m
を
測
る
。

（
1
0
）
鎌
倉
末
期
に
橘
寺
の
法
空
が
編
述
し
た
『
上
官
太
子
拾
遺
記
』
（
『
大
日
本
仏
教
全
書
』

一
二
、
聖
徳
太
子
博
叢
書
所
収
）
に
引
か
れ
る
。

（
1
1
）
こ
こ
に
「
上
官
聖
徳
法
皇
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
本
国
の
太
子
が
塵
尾
を
執
る

こ
と
、
ま
た
本
国
が
勝
聾
経
講
讃
図
に
も
描
か
れ
る
二
臣
を
従
え
る
こ
と
か
ら
、
四
天
王

寺
の
壁
影
と
し
て
描
か
れ
た
太
子
が
、
勝
峯
経
講
讃
像
で
あ
っ
た
と
考
え
る
意
見
も
当
然

あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
註
3
掲
載
の
拙
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
二
臣
を
従
え
た
勝
写
経
講

讃
太
子
の
現
存
作
例
は
確
認
で
き
ず
、
童
形
の
太
子
像
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

（
1
2
）
註
3
掲
載
書
所
収
の
拙
稿
の
注
1
5
参
照
。

（
1
3
）
註
3
掲
載
書
所
収
の
拙
稿
の
注
2
4
参
照
。
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（
14）
註
3
掲
載
害
図
版
1
3
参
照
。
絹
本
着
色
、
八
幅
本
で
、
各
縦
七
九
・
〇
、
横
七
八
・
〇
c
m
、

十
四
世
紀
後
半
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
5
）
註
3
掲
載
吉
岡
版
1
7

2
参
照
。
絹
本
着
色
の
掛
幅
本
で
、
縦
．
〇
五
・
二
、
横
五
一
二
c
m
を
測
る
。

（
1
6
）
註
3
掲
載
書
図
版
1
7
1
参
照
〔
し
絹
本
着
色
の
掛
幅
本
で
、
縦
一
〇
八
・
六
、
横
五
四
・
七
c
m
を
測
る
。

（
1
7
）
こ
の
讃
銘
の
出
典
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
津
田
氏
は
註
2
掲
載
論
文
に
て
そ

の
解
明
を
試
み
ら
れ
て
い
る
〔
〕
な
お
筆
者
は
、
註
3
掲
載
書
等
で
讃
銘
の
出
典
を
誤
っ
て

記
し
て
い
た
。
津
田
氏
の
学
恩
に
深
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
訂
▲
止
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
18
）
『
東
京
国
立
博
物
館
図
版
日
録
仏
画
篇
』
二
九
八
七
年
三
月
）
一
八
百
（
法
3
）
。

法
量
は
縦
一
〇
五
・
五
、
横
四
二
・
五
c
m
。

（
1
9
）
註
3
掲
載
吾
図
版
2
1
8
参
照
。
絹
本
着
色
の
掛
幅
本
で
、
縦
六
三
一
、
横
三
八
・
一
▲
▲
c
m
、

室
町
前
期
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
0
）
一
乗
寺
本
の
服
制
は
、
天
野
氏
の
分
類
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
D
タ
イ
プ
に
な
る
が
、
高
僧
図

像
や
法
隆
寺
の
五
尊
像
で
は
、
東
博
本
と
同
様
に
服
制
は
C
タ
イ
プ
と
D
タ
イ
プ
の
中
間

に
な
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
■
し

（
2
1
）
藤
井
有
鄭
館
本
の
持
物
の
檜
扇
に
つ
い
て
、
大
野
氏
は
註
6
掲
載
論
文
で
、
劣
の
写
し
間

違
え
で
あ
る
叶
能
件
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
津
田
氏
は
、
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

で
の
第
十
八
回
国
際
研
究
集
会
「
聖
な
る
も
の
の
形
と
場
」
の
口
頭
発
表
三
〇
〇
▲
年

卜
一
月
二
卜
L
H
）
の
配
布
資
料
「
中
世
真
宗
に
お
け
る
聖
徳
太
子
図
像
の
受
容
と
展
開

－
三
朝
体
現
の
垂
連
太
子
へ
の
視
座
－
」
の
中
で
、
藤
井
有
都
館
本
の
種
子
（
キ
リ
ー
ク
）

を
観
音
で
は
な
く
、
阿
弥
陀
如
来
の
種
子
と
し
て
捉
え
る
試
論
を
展
開
さ
れ
て
い
る
。

（
2
2
）
∴
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
鶴
林
寺
本
や
鶴
林
寺
像
に
代
表
さ
れ
る
二
玉
子
を
従
え
た
A

タ
イ
プ
の
▲
二
尊
像
に
つ
い
て
も
、
太
子
は
年
齢
を
超
越
し
た
存
在
に
な
っ
て
い
た
と
も
考

え
ら
れ
る
：

（
2
3
）
▲
石
目
茂
作
宗
f
徳
人
√
尊
像
衆
成
』
二
九
七
六
年
一
▲
月
）
図
版
8
2
4
参
照
。
本
図
は
縦
ヒ

・
圧
、
横
宜
三
・
五
m
m
、
室
町
時
代
の
作
と
さ
れ
る
。

（
m
望
三
幅
と
も
に
註
2
3
掲
載
吾
図
版
8
2
6
～
8
2
8
参
照
。
い
ず
れ
も
桃
山
期
の
作
と
さ
れ
る
。

（
2
5
）
津
田
氏
は
註
2
1
掲
載
資
料
の
中
で
、
「
兵
俗
二
諦
像
」
成
立
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
親

鸞
の
関
与
が
想
像
さ
れ
る
妙
源
寺
本
光
明
本
尊
に
描
か
れ
る
「
垂
髪
太
子
」
に
、
太
子
絵

伝
十
二
歳
・
日
羅
恭
礼
の
場
面
に
登
場
す
る
い
わ
ゆ
る
執
務
童
形
太
子
の
意
味
づ
け
と
イ

メ
ー
ジ
が
重
な
っ
て
登
場
し
た
と
の
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。

（
2
6
）
拙
稿
「
聖
徳
太
子
像
の
展
開
」
（
『
聖
徳
太
子
事
典
』
所
収
、
一
九
九
七
年
十
一
月
、
柏
書
房
）

（
2
7
）
伊
東
氏
の
註
5
掲
載
論
文
。

（
2
8
）
津
田
氏
の
註
2
1
掲
載
資
料
参
照
。

（
2
9
）
柏
髪
太
子
像
に
つ
い
て
は
、
田
中
重
久
氏
の
『
聖
徳
太
子
檜
博
と
尊
像
の
研
究
』
（
一
九

四
三
年
八
月
）
に
鶴
林
寺
像
を
は
じ
め
と
す
る
図
版
が
掲
載
さ
れ
、
「
聖
徳
太
子
御
植
髪

像
の
研
究
」
と
い
う
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
3
0
）
本
謹
寺
像
に
つ
い
て
は
、
安
城
市
歴
史
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
聖
徳
太
√
像
の

造
形
－
真
宗
の
聖
徳
太
子
像
－
」
図
録
（
一
九
九
一
二
年
四
月
）
に
詳
し
い
。

（
3
1
）
註
3
掲
載
書
図
版
1
3
8
参
照
。
像
高
二
四
・
八
c
m
を
測
り
、
鎌
倉
末
期
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
2
）
註
3
掲
載
書
図
版
1
2
5
お
よ
び
図
版
1
2
8
参
照
。

（
3
3
）
勝
等
経
講
讃
太
子
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
最
古
の
通
例
か
と
思
わ
れ
る
鶴
林
寺
太
子
堂

の
秘
仏
壁
画
に
関
す
る
報
告
が
、
や
は
り
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
国
際
研
究
集
会

「
聖
な
る
も
の
の
形
と
場
」
に
て
、
安
嶋
紀
昭
氏
よ
り
「
画
像
に
よ
る
空
間
の
聖
別
－

鶴
林
寺
太
子
堂
内
部
の
荘
厳
画
－
」
と
題
し
て
な
さ
れ
た
。
（
二
〇
〇
一
年
十
．
月
二
十

八
日
）
鶴
林
寺
の
板
絵
太
子
像
は
、
図
様
や
制
作
年
代
な
ど
多
く
の
問
題
を
李
ん
だ
重
要

な
作
例
で
あ
り
、
早
い
時
期
で
の
公
開
が
待
た
れ
る
。
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石
川
知
彦
　
（
い
し
か
わ
・
と
も
ひ
こ
）

▲
九
五
九
年
　
静
岡
市
生
れ

▲
九
八
五
年
　
神
戸
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了

人
阪
市
立
美
術
館
主
任
学
芸
員

（
専
門
）
　
日
本
仏
教
美
術
史



挿図2　弘法大師像（真言八祖像のうち）
大阪・四天王寺蔵

挿図4　聖徳太子童形像・五臣像（部分）

東京国立博物館蔵

－39　【

挿図1　聖徳太子童形像・二臣像
静岡・個人蔵

挿図3　聖徳太子童形像・ニ臣像
（『国華』所蔵本・転載）


